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1．研究背景 

 我々は，小型化した電極による電気生理学的

計測と CMOS イメージセンサによる蛍光イメ

ージング機能を集積化した多機能デバイスの

開発を進めている[1] 。集積化多機能デバイス

では電極の小型化が求められる．電極小型化に

よる SNR 劣化を抑制するためには低インピー

ダンスの電極材料が必要となる。本研究では、

小型電極の高感度化を目的として、ナノ構造の

Pt を電極表面にコーティングすることで、電

極インピーダンスの低減を図った。 

2．Ptコーティング 

 Boehler らの方法を基に、Pt コーティングを

行った[1]。電気化学クリーニングを行った Au

電極を 2.5 mM H2PtCl6 1.5 mM HCOOH 溶液に

浸し、0.374 V vs. RHE の電圧を 300 s印加する

ことで電極表面に Pt コーティングを行った。

このとき、作用電極には Au電極、参照電極に

は RHE (Reversible Hydrogen Electrode)、対向電

極として Pt電極を用いた。図 1に Ptコーティ

ングを行う際の実験系を示す。 

3．電極インピーダンスの測定 

Pt コーティングを行う前後での電極インピ

ーダンスを生体模擬環境下(PBS)にて測定を行

った。このとき、測定周波数は 10 Hz-100 kHz, 

作用電極には Au電極、参照電極には Ag/AgCl

電極, 対向電極として Pt電極を用いた。 

図 2 に Pt コーティング前後での電極インピー

ダンスの測定結果を示す。活動電位の周波数帯

である 1 kHz においてコーティング前の電極

インピーダンスは平均 1310 kΩ (SD = 1100, n 

= 14) であったが、Pt コーティング後は平均 

216 kΩ (SD = 23, n = 3)と大幅に低減すること

が明らかとなった。 

 

 

 

 

 

 

Fig. 1 Experimental set up for nano-Pt coating  

on Au electrode. 

Fig. 2 Electrochemical impedance spectra of an electrode 

before (n = 14) and after (n = 3) nano-Pt coating. 
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